2017年度 第3回 現職者共通研修「事例検討・事例報告」のご案内

滋賀県作業療法士会　生涯教育部
（財）日本作業療法士協会「生涯教育制度／基礎コース」の現職者共通研修を開催致します。
　このプログラムは基礎コースの必修研修ですので、皆様の積極的な参加をお待ちしております。

１．参加対象者　　現職者共通研修該当者
　　　　　　　　　※すでに受講済みの方の参加も可能です。その際の受講費用は無料となります。
　　　　　　　　　
２．場　　　所　　大津市民病院
　　　　　　　　　大津市本宮2丁目9-9　9階会議室A・C　　077-526-8357
３．日　　　程　　平成30年１月14日（日）　９：００～受付

９：２０～開始　

４．発表時間　　１人２５分（発表１０分、ディスカッション１５分）

　　　　　　　　＊発表者・演題項目については別紙を参照。各発表の間に５分間の休憩があります。
５．参加費用　　１，０００円
６．参加方法　　　当プログラムの参加には事前申し込みが必要です。1月11日（木）までに下記アドレスにお申し込み下さい。当日の参加申し込みは一切受け付けませんのでご了承下さい。
　　　　　　　　shigakyoutsuu@yahoo.co.jp
　　　　　　　　協会番号・氏名・所属先・受講講座番号　を明記してください。

７．注意事項　　　当日は各講座開始15分前より受付を行います。原則として、5分以上の遅刻は受講を認めませんのでご了承下さい。
　　　　　　　　　受付にて2017年度の協会会員証（滋賀県士会年会費納入済みシールを貼付のこと）の提示および生涯教育手帳の提出をお願いします。当士会では、押印のため生涯教育手帳を一旦受付にて預からせて頂きます。県士会費納入済みシールが手元にない場合は会費納入が証明できる領収証等をご持参ください。なお、当日、会場での会費納入は受付できません。
また、事例報告者が「事例検討」のポイントを取得する場合、発表枠とは別枠の聴講が必要です。
８．その他　　  ご不明な点に関しては、大津市民病院　竹内貴記までご連絡下さい。
TEL：077-526-8357
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	会議室Ａ

	講座①　（身体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９：２０～１０：５０

	SV：地方独立行政法人市立大津市民病院　　竹内　貴記OTR
１．トイレ動作の介助量軽減により妻が夫の尊厳を取り戻すための作業療法の取り組み 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦根中央病院　　志賀　千紗都
２．敗血症後の廃用症候群により臥床傾向であったクライエントに対して、
　　作業活動を提供し自宅退院となった事例
近江温泉病院　　田久保　美礼
３．「歌の会」への参加により活動性向上がみられた事例
彦根中央病院　　北川　夕子


	講座②　（身体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１：００～１２：３０

	SV：地方独立行政法人市立大津市民病院　　田中　智章OTR
４．酸素療法が必要となり療養病棟に入院するも「自分らしさ」を支援した事例
近江温泉病院　　平野　理絵
５．整容動作により、能動的な上肢操作を促した一例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦根中央病院　　松井　翼
６．橈骨偽関節に対し人工橈骨頭置換術を施行した症例を経験して
　　　～肘関節・前腕の機能解剖に着目した介入～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野洲病院　　小森　勇太朗

	

	

	会議室C

	講座③　　（身体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９：２０～１０：５０

	SV：滋賀医療技術専門学校　　鈴木　耕平OTR
７．重度左半側空間無視患者に対する更衣・手洗い動作への介入
　　　～両手協応動作・聴覚刺激に着目して～
彦根中央病院　　笹口　千尋
８．右大腿骨頸部骨折を呈し、自宅生活に向けトイレ動作獲得を目指した症例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴォーリズ記念病院　　北川　優奈
９．失語症の方への排泄に焦点を当てた介入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近江温泉病院　　吉井　奏穂

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	


